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【手続補正書】
【提出日】平成26年8月22日(2014.8.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部を備え、
　遊技用価値が用いられて賭数を設定したときに、前記可変表示部が変動表示可能となり
、該可変表示部を変動表示した後、前記可変表示部の変動表示を停止することで表示結果
を導出し、該表示結果に応じて入賞が発生可能なスロットマシンにおいて、
　表示結果が導出される前に、前記遊技用価値の付与を伴う複数種類の付与表示結果を含
む複数種類の表示結果について導出を許容するか否かを決定する事前決定手段と、
　遊技者が表示結果を導出させるために操作する導出操作手段と、
　前記事前決定手段の決定結果および前記導出操作手段への操作に応じて、表示結果を導
出させる制御を行なう導出制御手段と、
　所定の有利移行条件が成立してから所定の有利終了条件が成立するまで、遊技者にとっ
て有利な有利制御を行なう有利制御手段と、
　前記複数種類の表示結果のうち特別表示結果が導出されてから所定の終了条件が成立す
るまで、通常遊技状態よりも遊技者にとって有利な特別遊技状態に制御する特別遊技状態
制御手段と、
　遊技の制御を行なう遊技制御手段とを備え、
　前記導出制御手段は、
　　前記特別遊技状態において、前記付与表示結果の導出が許容されているか否か、およ
び前記導出操作手段がいずれのタイミングで操作されたか、に関わらず、前記付与表示結
果を導出させる制御を行なうとともに、
　　前記通常遊技状態において、前記複数種類の表示結果のうちの特殊表示結果の導出が
許容されているときに、該特殊表示結果を導出可能な制御を行い、
　前記スロットマシンはさらに、前記特別遊技状態において、前記特殊表示結果の導出が
許容されたときに、所定の特典を付与する特典付与手段とを備え、
　前記有利制御手段は、前記有利制御を行なっているときに、前記特別表示結果が導出さ
れて前記特別遊技状態に制御されることによっては、当該有利制御を終了させず、当該特
別遊技状態中においても前記所定の有利終了条件を成立させないことにより当該特別遊技
状態が終了した後において前記所定の有利終了条件が成立するまで当該有利制御を継続す
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ることを特徴とする、スロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、たとえば、スロットマシンに関する。詳しくは、各々が識別可能な複数種類
の識別情報を変動表示可能な可変表示部を備え、遊技用価値が用いられて賭数を設定した
ときに、前記可変表示部が変動表示可能となり、該可変表示部を変動表示した後、前記可
変表示部の変動表示を停止することで表示結果を導出し、該表示結果に応じて入賞が発生
可能なスロットマシンに関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　この発明の目的は、有利な状態に制御するスロットマシンにおける興趣を向上させるこ
とができるスロットマシンを提供することである。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（１）　各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部を備え、
　遊技用価値が用いられて賭数を設定したときに、前記可変表示部が変動表示可能となり
、該可変表示部を変動表示した後、前記可変表示部の変動表示を停止することで表示結果
を導出し、該表示結果に応じて入賞が発生可能なスロットマシン（スロットマシン１）に
おいて、
　表示結果が導出される前に、前記遊技用価値の付与を伴う複数種類の付与表示結果（３
択役（１）～（３）、メロン、スター、イチゴ（１）、イチゴ（２）、スイカ、１枚役）
を含む複数種類の表示結果について導出を許容するか否かを決定する事前決定手段（内部
抽選処理）と、
　遊技者が表示結果を導出させるために操作する導出操作手段（ストップスイッチ８Ｌ～
８Ｒ）と、
　前記事前決定手段の決定結果および前記導出操作手段への操作に応じて、表示結果を導
出させる制御を行なう導出制御手段（リール回転処理）と、
　所定の有利移行条件が成立してから所定の有利終了条件が成立するまで、遊技者にとっ
て有利な有利制御を行なう有利制御手段と、
　前記複数種類の表示結果のうち特別表示結果（ＣＢ（１）～（４））が導出されてから
所定の終了条件（２００枚払出）が成立するまで、通常遊技状態よりも遊技者にとって有
利な特別遊技状態（チャレンジボーナス）に制御する特別遊技状態制御手段（入賞判定処
理、払出処理）と、
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　遊技の制御を行なう遊技制御手段とを備え、
　前記導出制御手段は、
　　前記特別遊技状態において、前記付与表示結果の導出が許容されているか否か、およ
び前記導出操作手段がいずれのタイミングで操作されたか、に関わらず、前記付与表示結
果を導出させる制御（たとえば、ＣＢ中のリール制御参照、３択役（１）～（３）、メロ
ン、スター、イチゴ（１）、イチゴ（２）について強制的に入賞可能な状態となり左リー
ル２Ｌを第１停止させる限りいずれかを入賞ライン上に停止させるリール制御）を行なう
とともに、
　　前記通常遊技状態において、前記複数種類の表示結果のうちの特殊表示結果（スイカ
、１枚役）の導出が許容されているときに、該特殊表示結果を導出可能な制御（たとえば
、スイカあるいは１枚役に当選しているときのリール制御）を行い、
　前記スロットマシンはさらに、前記特別遊技状態において、前記特殊表示結果の導出が
許容されたときに、所定の特典（ナビ回数）を付与する特典付与手段（ナビ回数管理処理
）とを備え、
　前記有利制御手段は、前記有利制御を行なっているときに、前記特別表示結果が導出さ
れて前記特別遊技状態に制御されることによっては、当該有利制御を終了させず、当該特
別遊技状態中においても前記所定の有利終了条件を成立させないことにより当該特別遊技
状態が終了した後において前記所定の有利終了条件が成立するまで当該有利制御を継続す
る（入賞判定処理）。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　このような構成によれば、特別遊技状態においては、複数種類の付与表示結果のうちい
ずれかの導出を可能にしつつ、複数種類の付与表示結果のうちの特殊表示結果の導出が許
容されたときには所定の特典が付与される。これにより、特別遊技状態における各ゲーム
の特殊表示結果の導出の許容状態によって、特典を付与するか否か変化させることができ
る。その結果、特別遊技状態における遊技の興趣を向上させることができる。さらに、有
利制御を行なっているときに、特別表示結果が導出された場合、有利制御は終了されず特
別遊技状態においても継続される。このため、特別表示結果の導出により有利制御が終了
されてしまうような不都合の発生を防止することができる。また、導出が許容されている
特別表示結果を導出させないようにゲームを進行させるといったわずらわしさを遊技者に
課すことがない。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、特別遊技状態のゲームにおいては、付与表示結果が導出されることにより遊技用
価値を付与できるとともに、さらに特殊表示結果の導出が許容されたときには導出せずと
も特典を付与できる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２１９】
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　操作検出コマンドは、１枚ＢＥＴスイッチ５、ＭＡＸＢＥＴスイッチ６、スタートスイ
ッチ７、ストップスイッチ８Ｌ、８Ｃ、８Ｒ、精算スイッチ１０の検出状態、すなわちＯ
Ｎ／ＯＦＦ、これらスイッチが遊技の進行上有効な状態であるか、無効な状態であるか（
１枚ＢＥＴスイッチ５、ＭＡＸＢＥＴスイッチ６の操作の受付は、賭数の設定が可能な状
態で、かつ規定数の賭数が未だ設定されておらず、さらにクレジットが残っている状態で
有効となりそれ以外では無効となる。スタートスイッチ７の操作の受付は、規定数の賭数
が設定された後、スタートスイッチ７が操作されるまで有効となり、それ以外では無効と
なる。ストップスイッチ８Ｌ、８Ｃ、８Ｒの操作の受付は、リールが定速回転となり、リ
ールの停止準備ができた後、それぞれの停止操作が検出されるまで有効となり、それ以外
では無効となる。精算スイッチ１０は、ゲーム終了後、次ゲームが開始されるまでの期間
においてクレジットが残存するか、賭数が設定されている場合に有効となり、それ以外は
無効となる。）、を示すコマンドであり、これらスイッチの検出状態が変化したときに、
その操作の受付が遊技の進行上、有効な期間であるか、無効な期間であるか、に関わらず
送信される。
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